
新規圧迫創傷（褥瘡）発生率

指標の説明

定義

考察

褥瘡は、長時間同じ姿勢でいることによる圧迫で、皮膚や下の組織が損傷する状態です。主

に入院患者に見られ、特に動けない人がリスクを持ちます。予防には定期的な体位変換や圧

力分散マットの使用が効果的です。褥瘡は治療の質を示すクリニカルインディケータの一つ

とされ、医療機関のケア水準を反映します。

ここでは、日本病院会のＱＩプロジェクトの平均値（回答数=66）と比較しています。

分子：調査期間中にd2（真皮までの損傷）以上の院内新規圧迫創傷発生患者数

分母：調査期間初日(0時時点)の入院患者数＋調査期間に新たに入院した患者数

本指標は、より低い方が望ましいとされています。当院の褥瘡発生率は、ＱＩプロジェクト

の平均値0.72%より低い0.53%となりました。

0.56% 0.64%

0.42% 0.43%
0.46%

0.66%

0.22%

0.47%

0.76%

0.52%

0.64%
0.61%

0.63%
0.67%

0.60%
0.65%

0.67%
0.73%

0.76%
0.72%

0.77%

0.86%

0.78%
0.74%

0.00%

0.10%

0.20%

0.30%

0.40%

0.50%

0.60%

0.70%

0.80%

0.90%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

久留米大学病院 QIプロジェクト平均値(500床以上）

2023年度


